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一

雑

報

二北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

O
一
九
九
九
年
五
月
二
八
日
(
金
)
午
後
二
時
半
よ
り

「
日
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
法
交
渉
|
文
化
理
解
を
通
じ
て
の
成
功
の
条
件
」

報
告
者
ラ
ル
フ
・
ケ
イ
グ
ル

(
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学

ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
教
授
)

ア
ン
ド
リ
ュ

l
・

通

訳

パ
!
デ
イ
エ
ッ
ク

出
席
者

二
ム
ハ
中
官

本
報
告
は
、
「
一
九
九
九
年
度
北
海
道
大
学
法
学
部
H
ウ
イ
ス
コ
ン
シ

ン
大
学
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
特
別
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
。
報
告
者
の
ラ
ル
フ
・
ケ
イ
グ
ル
氏
は
、
一
七
年
ほ
ど
の
弁
護
士
経

験
を
経
た
後
、
現
在
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
の
教
授
と

し
て
法
交
渉
論
な
ど
を
講
じ
て
お
ら
れ
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
「
異

文
化
問
法
交
渉
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
さ
れ
た
。

報
告
は
、
日
米
の
文
化
比
較
な
ら
び
に
ビ
ジ
ネ
ス
法
交
渉
観
比
較
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
デ

l
タ
に
よ
り
な
が
ら
整
理
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。

ケ
イ
グ
ル
教
授
に
よ
れ
ば
、
日
米
の
聞
で
は
、
歴
史
、
地
理
的
条
件
、
人

種
構
成
、
自
然
観
、
集
団
的
価
値
、
権
威
感
覚
な
ど
の
点
で
重
心
の
相
違

が
あ
り
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
、
計
画
性
、
人
間
関
係
の
評
価
、

信
頼
か
取
引
か
、
時
間
感
覚
、
言
語
表
現
、
対
等
性
、
議
論
の
重
要
性
、

原
則
論
か
具
体
論
か
、
チ
ー
ム
か
個
人
か
、
合
意
か
決
断
か
、
法
律
家
の

利
用
、
契
約
条
件
の
規
定
な
ど
の
点
で
重
心
の
相
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

相
異
は
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
重
要

な
の
は
そ
れ
ら
を
的
確
に
理
解
し
、
か
つ
尊
重
し
な
が
ら
、
相
互
利
益
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
問
題
解
決
を
追
求
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。

質
疑
応
答
に
お
い
て
は
、
交
渉
に
お
け
る
自
己
利
益
の
意
義
、
交
渉
に

お
け
る
自
己
主
張
と
客
観
的
利
益
と
の
相
異
、
日
本
と
中
国
の
問
な
ど
の

ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
交
渉
観
の
相
異
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
人

種
毎
の
交
渉
観
の
相
異
、
そ
し
て
法
交
渉
論
が
法
学
教
育
に
お
い
て
果
た

し
う
る
役
割
な
ど
が
議
論
の
的
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
、
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幸.~

ケ
イ
グ
ル
教
授
は
次
の
諸
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
な
ど
で

も
交
渉
は
自
己
利
益
の
実
現
が
重
要
で
あ
る
が
そ
れ
が
個
人
レ
ヴ
ェ
ル
よ

り
も
集
団
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
現
れ
る
一
方
で
ア
メ
リ
カ
で
も
集
団
の
利

益
が
重
視
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
自
己
利
益
に
関
す
る
主
張
は
必
ず

し
も
客
観
的
な
利
益
を
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
む
し
ろ
主
張
の
背
後

に
存
在
し
う
る
利
益
や
ニ

l
ズ
の
解
決
の
可
能
性
に
注
意
を
払
う
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
日
本
と
中
国
の
問
に
は
同
じ
ア
ジ
ア
文
化
圏
で
も
大
き
な
交

渉
観
の
相
異
が
存
在
し
て
お
り
特
に
最
近
で
は
中
国
の
交
渉
観
は
ア
メ
リ

カ
の
そ
れ
に
近
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内

で
も
白
人
、
黒
人
、
あ
る
い
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
人
々
の
聞
で
の
交
渉
観

に
は
基
本
的
に
相
異
が
あ
る
が
近
年
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
の
社
会
進
出
に

伴
っ
て
そ
の
相
異
も
薄
れ
て
来
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
法
交
渉
論
の
教

育
は
ア
メ
リ
カ
で
も
こ

O
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
比
較
的
新
し
い
分
野

で
あ
る
が
実
務
に
お
い
て
も
最
近
は
訴
訟
以
前
に
種
々
の
交
渉
に
よ
っ
て

問
題
解
決
を
図
る
動
き
が
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
で

も
法
交
渉
論
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

雑

最
後
に
、
右
記
特
別
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
本
報
告
を
主
催

し
て
い
た
だ
い
た
北
大
法
学
会
の
関
係
各
位
、
通
訳
の
労
を
取
ら
れ
た

A
-

パ
l
デ
イ
エ
ツ
ク
講
師
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

(
文
責

長
谷
川
晃
)
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O
一
九
九
九
年
六
月
二
五
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
民
事
法
の
変
容
と
個
人
、
組
織
、
関
係
、
専
門
家
」

報
告
者

出
席
者

瀬

J11 

久名

報
告
者
の
同
名
の
論
文
(
法
の
科
学
二
八
号
(
一
九
九
九
年
)
三
六
頁

以
下
に
掲
載
)
に
従
っ
て
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
多
方
面
か
ら
質
問
・
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
最
も
活
発
に
な
さ
れ
た
「
生
活
世
界
」
を

め
ぐ
る
議
論
を
、
研
究
会
の
後
に
報
告
者
が
考
え
た
こ
と
を
含
め
て
整
理

し
て
お
き
た
い
。

報
告
者
は
、
右
の
論
文
で
、
「
生
活
世
界
」
を
実
体
法
的
な
規
範
内
容

を
持
つ
べ
き
も
の
と
捉
え
、
そ
れ
を
民
法
解
釈
作
業
が
依
拠
で
き
る
形
に

定
式
化
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
出
発
点
と
し
て
、
一
方
で
は
ハ

l

パ
1
マ
ス
に
依
拠
し
て
、
「
生
活
世
界
」
を
「
シ
ス
テ
ム
」
に
対
抗
す
る

も
の
と
捉
え
つ
つ
、
他
方
で
ハ

l
パ
l
マ
ス
と
異
な
り
、
「
生
活
世
界
」

を
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
に
閉
じ
込
め
な
い
立
場
を

採
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
、
不
法
行
為
法
と
民
事
訴
訟
法
の
近
時
の
問
題

を
検
討
し
、
「
シ
ス
テ
ム
」
を
、
組
織
、
関
係
、
取
引
、
専
門
家
と
具
体



化
し
、
「
生
活
世
界
」
を
、
対
面
性
(
身
体
性
)
、
包
括
性
に
具
体
化
し
た
。

こ
の
報
告
に
対
し
、

2
つ
の
方
向
か
ら
批
判
が
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
、

(I)
「
生
活
世
界
」
は
実
体
法
的
な
規
範
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
し
た
が
っ
て
、
民
事
争
訟
に
関
す
る
後
半
の
「
生
活
世
界
」
の
理

解
は
正
し
い
が
、
不
法
行
為
に
関
す
る
前
半
の
「
生
活
世
界
」
の
理
解
は

疑
問
で
あ
る
、
前
半
の
「
生
活
世
界
」
と
後
半
の
「
生
活
世
界
」
は
全
く

別
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
(
こ
れ
は
、
ハ

l
パ
l
マ

ス
的
な
考
え
方
か
ら
の
批
判
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
ハ

l
パ
l
マ
ス
は
、

生
活
世
界
H
公
共
的
論
議
が
行
わ
れ
る
場
と
し
て
学
校
・
家
庭
を
あ
げ
る

け
れ
ど
も
、
学
校
・
家
庭
に
妥
当
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
妥
当
す
べ
き
規

範
を
も
っ
て
、
「
生
活
世
界
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
)
こ
れ
に
対

し
、
他
方
で
は
、

(
E
)
吉
田
克
己
氏
の
い
う
、
市
場
・
企
業
と
対
比
さ

れ
る
「
場
と
し
て
の
生
活
世
界
」
、
大
村
敦
志
氏
の
「
生
活
民
法
」
の
よ

う
に
、
生
活
世
界
の
規
範
内
容
を
も
っ
と
明
確
に
提
示
す
べ
き
だ
と
の
批

判
が
あ
っ
た
。

iY?会記<Jj.

こ
れ
ら
の
批
判
を
受
け
て
振
り
返
る
と
、
報
告
者
は

I
E
の
間
に
位
置

し
、
そ
の
中
間
的
立
場
か
ら
「
生
活
世
界
」
の
内
容
を
類
型
論
的
に
定
式

化
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
(
こ
の
よ
う
な
立
場
は
報
告
者
だ
け
で
は
な

い
。
内
田
貴
氏
の
「
関
係
的
契
約
理
論
」
「
納
得
の
論
理
」
も
、
報
告
者

と
類
似
の
発
想
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
)
し
か
し
、
報
告
者

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
生
活
世
界
」
の
内
容
は
拡
散
し
て
し
ま
う
。
生

活
世
界
を
、
ー
の
よ
い
つ
に
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
純
化
せ
ず
、

ま
た
、

H
の
よ
う
に
妥
当
す
る
社
会
関
係
を
確
定
・
限
定
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
問
の
取
引
関
係
に
も
「
生
活
世
界
」
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
(
内
田
氏
も
同
じ
。
)
。
報
告
の
中
で
取
り
上
げ
た
「
関
係
に

基
づ
く
不
法
行
為
」
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
お
け
る
「
生
活
世
界
」
と
は
何

か
、
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
、
関
係
に
基
づ
く
義

務
・
保
護
法
益
の
中
に
は
、
生
活
世
界
H
共
同
体
等
が
崩
壊
し
た
た
め
に

法
が
介
入
す
る
場
合
と
、
生
活
世
界
と
は
無
関
係
に
経
済
の
論
理
で
関
係

が
つ
く
ら
れ
る
場
合
と
を
区
別
す
べ
き
で
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
さ

れ
た
の
は
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
報
告
者
の
「
生
活
世
界
」
の
捉
え
方
は
概
念
的
明
断

さ
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
し
ば
ら
く
は
こ
の
立
場
か
ら

作
業
を
継
続
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
「
関
係
に
基

づ
く
不
法
行
為
」
「
取
引
に
お
け
る
説
明
義
務
」
を
含
め
て
、
今
日
の
不

法
行
為
法
の
特
色
を
民
法
の
立
場
か
ら
捉
え
る
と
き
に
は
、
ー
と

E
の
中

間
に
あ
る
、
い
わ
ば
類
型
論
的
な
立
場
に
依
っ
て
経
験
的
な
知
見
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
実
り
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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